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戦争は人の心の中で生まれる

ものであるから、人の心の中

に平和のとりでを築かなけれ

ばならない

（ユネスコ憲章前文より）

　

国
際
理
解
、
協
力
、
交
流
な

ど
の
活
動
を
顕
彰
す
る
広
島
ユ

ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
の
表
彰
式

と
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
恒
例
の
「
ユ
ネ
ス
コ
新

春
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」（
主

催
・
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
、
後
援
・

広
島
市
教
育
委
員
会
）
は
、
十
三

回
目
を
迎
え
て
、
一
月
二
十
二

日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
鯉
城

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
、奨
励
賞
表
彰
式
は
、

ま
ず
北
川
建
次
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
続
い
て
選
考
委
員
長

の
中
山
修
一
広
島
大
学
名
誉
教

授
が
、
受
賞
団

体
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
評
価
を
交

え
な
が
ら
講

評
。
そ
し
て
北

川
会
長
か
ら
賞

状
と
記
念
の
ブ

ロ
ン
ズ
楯
が
次

の
学
校
、
団
体

に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

学
校
部
門
は

四
校
。
広
島
市

立
千
田
小
学
校

は
、
校
庭
で
被

爆
し
た
木
を
平

和
教
材
と
し
て

蘇
ら
せ
、
被
爆

樹
木
を
通
し
て

惨
禍
を
偲
び
、

生
命
の
尊
さ
を

学
ぶ
と
と
も
に
全
国
に
平
和
学

習
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
の
活

動
に
。
広
島
市
立
観
音
中
学
校

は
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
知
ら
な
い
県

外
の
中
学
生
に
原
爆
遺
跡
を
案

内
す
る
と
い
う
設
定
の
も
と
、

被
爆
建
物
や
慰
霊
碑
を
探
訪
。

写
真
に
収
め
、
説
明
文
を
作
成

し
「
平
和
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

刊
行
す
る
な
ど
の
活
動
に
。
広

島
市
立
東
原
中
学
校
は
、「
ル

ソ
ン
の
森
を
蘇
ら
せ
よ
う
」
と

い
う
運
動
に
共
鳴
し
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
に
書
籍
、
ス

ポ
ー
ツ
用
品
、
学
習
用
品
な
ど

を
送
り
、
現
地
で
販
売
し
た
収

益
金
で
苗
木
を
購
入
、
植
林
に

よ
る
森
の
再
生
な
ど
の
国
際
支

援
活
動
に
。
広
島
な
ぎ
さ
高
等

盛大に開かれた新春フェスタ2011

10団体に活動奨励賞を授与

第
13
回

国際理解、協力、交流の輪さらに広く
活動奨励賞表彰式 新春コンサート 記念パーティー

心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
こ
う
‼

心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
こ
う
‼

心こそ大切

ユ
ネ
ス
コ
新
春
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
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学
校
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
熱
帯

雨
林
で
暮
ら
す
先
住
民
イ
バ
ン

の
村
を
訪
ね
、
イ
バ
ン
の
生
活

を
体
験
し
な
が
ら
自
ら
の
生
き

方
を
考
え
る
た
め
の
研
修
旅
行

を
実
施
す
る
な
ど
の
活
動
に
。

地
道
な
活
動
に
。
フ
ェ
ミ
ニ
ン

コ
ー
ル
広
島
・
広
島
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
は
、
定
期
演
奏
会
の

ほ
か
各
種
演
奏
会
や
市
民
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
。
海
外
か
ら

の
合
唱
団
の
広
島
滞
在
中
の
世

話
を
引
き
受
け
る
な
ど
の
支
援

活
動
に
。
ふ
れ
あ
い
日
本
語
教

室
は
、
中
国
か
ら
の
永
住
帰
国

者
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
難
民
の
自

立
支
援
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
の
日
系
人
就
労
者
や
広
島

在
住
の
外
国
人
の
た
め
の
日
本

語
学
習
支
援
活
動
に
。
も
り
メ

イ
ト
倶
楽
部H

iroshim
a

は
、

森
の
再
生
と
自
然
保
護
を
目
的

に
近
郊
の
山
の
下
刈
り
、間
伐
、

枝
打
ち
な
ど
の
活
動
を
支
援
、

広
く
市
民
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
る
な
ど
森
林
整
備
・
環
境
啓

発
活
動
に
対
し
て
。

　

表
彰
に
続
い
て
各
学
校
、
団

体
の
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
活
動

内
容
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
二
部
は
、
恒
例
の
新
春
コ

ン
サ
ー
ト
。
今
年
は
い
つ
も
と

趣
を
変
え
て
津
軽
三
味
線
の
演

奏
を
企
画
。
出
演
は
村
上
三
弦

道
広
島
支
部　

師
範
の
村
上
進

耀
（
し
ん
よ
う
）
さ
ん
と
社
中

の
皆
さ
ん
。
村
上
さ
ん
は
宮
崎

県
に
本
部
の
あ
る
村
上
三
弦
道

で
津
軽
三
味
線
を
修
行
さ
れ
、

後
進
の
指
導
と

と
も
に
韓
国
大

邱
市
で
開
催
さ

れ
た
「
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
参
加

す
る
な
ど
、
国

際
交
流
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
津

軽
三
味
線
奏

者
。

　

コ
ン
サ
ー
ト

は
賑
や
か
に

「
津
軽
じ
ょ
ん

が
ら
曲
弾
き
」

に
始
ま
り
、

　

社
会
部
門
は
六
団
体
。
Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｒ
は
、
広
島
市
内
の
大
学
生

を
中
心
に
、
大
学
間
の
国
際
交

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

国
際
交
流
や
留
学
生
支
援
活
動

な
ど
へ
の
取
り
組
み
に
。
広
島

合
唱
同
好
会

は
、
広
島
で

最
も
歴
史
の

あ
る
混
声
合

唱
団
。
定
期

演
奏
会
で
の

「
国
際
交
流

ス
テ
ー
ジ
」

は
定
番
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で

好
評
。
加
え

て
海
外
で
の

演
奏
活
動
な

ど
に
。
広
島

掃
除
に
学
ぶ

会
は
、「
掃

除
を
し
て
心

の
荒
れ
を
無

く
す
」
と
い

う
実
践
活
動

に
共
鳴
し
た

人
た
ち
の
集

ま
り
で
、
公

園
な
ど
公
共

施
設
の
ト
イ

レ
の
徹
底
清

掃
を
続
け
る

ヒップホップダンスも

津軽三味線演奏の手ほどきを受ける中学生

三味線の音色に合わせ舞いや歌が披露されました

華
や
か
に
津
軽
三
味
線　

コ
ン
サ
ー
ト

⬆
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「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
道
中
唄
」

に
続
い
て
大
野
不
二
栄
さ
ん
の

日
本
舞
踊
で
華
や
か
な
雰
囲
気

に
な
り
、
さ
ら
に
客
席
の
観
音

中
学
校
な
ど
の
生
徒
に
よ
る
三

北
川
会
長
の
挨
拶
の
要
旨

　

二
十
一
世
紀
も
い
つ
の
間
に

か
最
初
の
十
年
が
過
ぎ
、
今
年

は
二
〇
一
一
年
。
時
の
流
れ
は

急
速
で
あ
り
、
か
つ
混
沌
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

百
年
前
の
一
九
一
一
年
は
ど

の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
欧
米
で
は
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
の
優
位
な
体
制

下
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア

で
は
欧
米
日
の
圧
政
下
で
、
急

激
な
近
代
化
を
成
し
遂
げ
よ
う

と
苦
闘
の
歴
史
下
に
あ
り
ま
し

た
。
中
国
で
は
辛
亥
革
命
、
朝

鮮
で
は
韓
国
併
合
、
朝
鮮
総
督

府
の
置
か
れ
た
年
で
し
た
。

　

現
在
、
中
国
は
世
界
有
数
の

巨
大
な
国
家
と
し
て
成
長
し
て

お
り
ま
す
が
、
朝
鮮
半
島
は
依

然
と
し
て
不
安
定
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
日
本
は
、
二
十
世
紀

前
半
の
悲
劇
か
ら
そ
れ
を
教
訓

に
平
和
国
家
と
し
て
発
展
し
、

思
い
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
の
十
年
代
は
、

人
生
の
十
年
代
と
同
様
に
紛
争

の
な
い
平
和
な
世
界
を
目
指
し

て
、
大
き
く
飛
躍
す
る
年
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞

も
十
三
回
目
を
迎
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
意
義
と
重

さ
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
日
受
賞
さ
れ
る
学
校
、
諸

団
体
の
方
々
に
は
心
か
ら
お
祝

い
を
申
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
国
際
平
和
文
化
都
市

広
島
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
継

続
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
精
神
に
則
っ
た
国
家

と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
下
の
東
ア
ジ
ア

の
情
勢
は
、
日
本
が
戦
後
六
十

五
年
間
ず
っ
と
希
求
し
て
き
た

方
向
と
は
反
す
る
方
向
に
向
か

う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
そ

我
々
は
、
ユ
ネ
ス
コ
精
神
に

則
っ
て
戦
争
の
な
い
、
人
類
を

滅
亡
さ
せ
る
悲
惨
な
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
つ
く
り
出
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヒ

ロ
シ
マ
の
精
神
、
ヒ
ロ
シ
マ
の

真
価
が
問
わ
れ
る
時
が
き
た
と

味
線
初
体
験
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
あ
っ
て
、
会
場
は
拍
手
と

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
演
奏

は「
津
軽
の
四
季
・
あ
い
や
節
」

「
よ
さ
こ
い
じ
ょ
ん
が
ら
」
で

盛
り
上
が
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
続

く
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
食
事
の

合
間
に
受
賞
団
体
が
入
れ
替
わ

り
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
、
メ
ン

バ
ー
の
紹
介
や
活
動
余
話
な
ど

を
披
露
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
ユ
ネ
ス
コ
会
員
と

受
賞
団
体
の
関
係
者
や
参
加
者

と
の
和
や
か
な
交
歓
、
交
流
は

時
間
の
経
つ
の
を
わ
す
れ
る
ほ

ど
、
今
年
も
年
の
初
め
に
ふ
さ

わ
し
い
「
ユ
ネ
ス
コ
新
春
フ
ェ

ス
タ
」
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
化
部
会
長　

井
尾
義
信
）

﹇
学
校
部
門
﹈

広
島
市
立
千
田
小
学
校

　

被
爆
樹
木
な
ど
を
教
材
と
し

て
全
国
の
学
校
と
も
交
流
し
、

「
平
和
の
尊
さ
」
を
考
え
る
教

育
を
推
進

広
島
市
立
観
音
中
学
校

　
「
平
和
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
づ

く
り
を
通
し
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
を

伝
え
平
和
を
築
く
教
育
に
成
果

広
島
市
立
東
原
中
学
校

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
「
ル
ソ
ン
の

森
」
を
蘇
ら
せ
る
植
林
活
動
へ

の
支
援
を
通
し
て
、
環
境
問
題

へ
の
理
解
を
深
め
国
際
協
力
に

寄
与

広
島
な
ぎ
さ
高
等
学
校

　

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
研

修
旅
行
を
推
進
さ
れ
、
現
地
の

人
た
ち
と
の
生
活
体
験
を
通
じ

て
自
然
の
恵
み
や
生
命
の
大
切

さ
を
学
び
生
か
す
教
育
に
成
果

﹇
社
会
部
門
﹈

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｒ

　

大
学
間
の
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
国
際
交
流
や
留

学
生
支
援
活
動
を
推
進

広
島
合
唱
同
好
会

　

長
年
に
わ
た
り
、
合
唱
に
よ

る
音
楽
活
動
や
国
際
交
流
に
貢

献広
島
掃
除
に
学
ぶ
会

　

ト
イ
レ
掃
除
を
通
じ
て
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
地
域
環
境

づ
く
り
、
国
際
的
な
交
流
に
成

果フ
ェ
ミ
ニ
ン
コ
ー
ル
広
島
・

　

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

　

長
年
に
わ
た
り
、
合
唱
に
よ

る
音
楽
活
動
や
国
際
交
流
に
貢

献ふ
れ
あ
い
日
本
語
教
室

　

永
住
帰
国
者
の
日
本
語
指
導

を
通
じ
て
、
自
立
支
援
を
図
り

な
が
ら
、
国
際
理
解
と
親
善
に

寄
与

も
り
メ
イ
ト
倶
楽
部
Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ

　

ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ

　

森
の
再
生
と
自
然
保
護
・
環

境
啓
発
活
動
を
長
く
続
け
ら
れ

成
果

なごやかに懇談・会食

パーティーで受賞者が活動報告

ヒ
ロ
シ
マ
の
精
神
、
ヒ
ロ
シ
マ

の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
!

⬇

受
賞
団
体
一
覧

受
賞
団
体
一
覧
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一
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
、
広
大
附
属
高
校
の
生
徒

十
四
名
・
教
師
四
名
で
、
ド
イ

ツ
・
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
の
ユ

ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
ハ

イ
ゼ
ン
ベ

ル
ク
・
ギ

ム
ナ
ジ
ウ

ム
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
①
生
徒
を
ド
イ
ツ

に
派
遣
し
、
現
地
高
校
生
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
と
ド
イ
ツ

と
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
　

の
相
違
に
つ
い
て
学
び
合

　

う
②
ド
イ
ツ
の
ユ
ネ
ス
コ
・

ス
ク
ー
ル
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
が
他
国
の
ユ
ネ

ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
と
交
流
す
る

際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
デ
ル
を

開
発
す
る　

③
ド
イ
ツ
の
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
学
ぶ

こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
Ｅ
Ｓ

Ｄ
実
践
の
た
め
の
教
材
・
教
育

内
容
を
収
集
す
る
、
で
し
た
。

　

現
地
で
発
表
す
る
た
め
、「
鞆

の
浦
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
、
ド
イ
ツ
で
は
「
鞆
の

浦
の
景
観
論
争
」
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ー

ル
ス
ル
ー
エ
市
は
第
二
次
世
界

大
戦
で
戦
災
を
体
験
す
る
な

か
、
歴
史
的
景
観
を
再
現
す
る

街
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、
そ

れ
と
対
比
す
る
意
図
で
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
・
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
は
、ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー

ル
と
し
て
イ
ン
ド
や
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
の
学
校
と
恒
常
的
な

交
流
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
本
校
が
参
加

し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー

エ
市
役
所
で
「
都
市
緑
化
と
河

川
の
再
自
然
化
」
に
つ
い
て
講

義
を
聞
き
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ

交
通
連
合
で
は
、
路
面
電
車
が

ド
イ
ツ
鉄
道
に
相
互
乗
り
入
れ

す
る
交
通
政
策
の
講
義
を
聞

き
、
電
車
に
試
乗
し
ま
し
た
。

　

次
に
「
環
境
首
都
」
と
呼
ば

れ
る
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
を
訪
れ
、

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ェ
ー
レ
ン
バ
ッ

ハ
実
業
学
校
で
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」の
講
義
を
受
け
ソ
ー

ラ
ー
タ
ワ
ー
を
見
学
、
ヴ
ォ
ー

バ
ン
エ
コ
住
宅
を
訪
れ
「
パ
ッ

シ
ブ
ハ
ウ
ス
」
を
見
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ザ
ム
水
力

発
電
所
や
ド
ラ
イ
ザ
ム
・
サ
ッ

カ
ー
場
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

見
学
し
、シ
ュ
タ
ウ
デ
ィ
ン
ガ
ー

総
合
制
学
校
で
は
「
エ
コ
ワ
ッ

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
市
民
の
環
境
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
が
政

治
・
経
済
を
動
か
し
、
そ

れ
が
科
学
技
術
の
開
発
と

有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、「
持
続
可

能
な
社
会
」
の
雛
形
を
見

る
思
い
が
し
ま
し
た
。

「
鞆
の
浦
景
観
論
争
」
を
発
表

ソーラー施設も見学

　写真㊤は「鞆の浦景観論争」についてプレゼンをする
　　　　　 本校生徒
　　　㊦はドイツのユネスコ・スクールの高校生と握手

サ
ッ
カ
ー
場
の
屋
根
の
上
で
ソ
ー

　
　

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
説
明
を
聞
く

1月19日　　
　～25日　　ユネスコ・スクールと交流
広大附属中・高校教諭　藤　原　隆　範氏

討
論
し
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
相
違

に
つ
い
て
学
び
合
う

日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践

の
た
め
の
教
材
・
教

育
内
容
を
収
集
す
る

他
国
の
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー

ル
と
交
流
す
る
際
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
モ
デ
ル
を
開
発
す
る

ドイツのハイゼンベルク・ドイツのハイゼンベルク・
ギムナジウムを訪問ギムナジウムを訪問



ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ 第77号⑤　　2011年3月25日
　

本
書
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
地
理
教
育
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
総
合

的
研
究
」（2008

―10
年
度
：
代

表
・
中
山
）
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
研
究
成
果
を
、
理
論
編
、
実

践
編
、
海
外
編
、
評
価
論
編
の

４
部
28
章
の
構
成
で
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

理
論
編
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持

続
発
展
教
育
＝
持
続
可
能
な
社
会
を

創
る
教
育
）
に
関
す
る
理
論
的

背
景
を
、
実
践
編
は
、
小
学
校

か
ら
大
学
ま
で
の
授
業
実
践
例

を
、
海
外
編
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
先
進
国

の
米
国
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
中

国
の
取
組
み
の
現
地
調
査
報
告

を
、
そ
し
て
評
価
論
編
で
は
、

ユ
ネ
ス
コ
が
取
組
む
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

評
価
に
つ
い
て
論
じ
て
い
ま

す
。

　

本
書
の
目
的
は
、
教
育
振
興

基
本
計
画
（2008

）
や
新
学
習

指
導
要
領
（2008

）
に
お
い
て
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
知

識
と
技
能
の
習
得
が
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
に
即
応
し
、
そ
の

重
要
性
や
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
推
奨
事
例
を
具
体
的
に
提
示

す
る
こ
と
で
す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
・
サ
ミ
ッ
ト
（2002

）
で
日

本
が
提
案
し
、
日
本
の
支
援
で

ユ
ネ
ス
コ
が
策
定
し
た
国
際
実

施
計
画
に
よ
り
、
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
10
年
（2005

―14

）
世
界
運

動
と
な
っ
た
教
育
改

革
の
最
重
要
課
題
で

す
。
本
書
が
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
に
関
心
を
持
た
れ

る
一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
、
少
し
で
も

ご
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
連
協

結
成
を
県
に
申
し
入
れ　

県
ユ
連
協　

　

広
島
県
ユ
連
は
、
二
月
二
十

四
日
、
広
島
県
教
委
を
訪
ね
て

広
島
県
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
連

絡
協
議
会
（
仮
）
結
成
の
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
広
島
県
内
の
小
・
中
・

高
校
合
わ
せ
て
十
九
校
あ
る
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
登
録
校
間
の

交
流
と
研
修
を
、
県
教
委
と
ユ

ネ
ス
コ
が
共
同
で
推
進
す
る
た

め
の
協
議
会
で
あ
る
と
い
う
趣

旨
説
明
に
対
し
、
県
教
委
側
か

ら
現
時
点
で
は
学
校
間
の
繋
が

り
の
欠
如
を
解
決
す
る
こ
と
が

先
決
だ
と
い
う
回
答
で
、
結
成

の
話
は
先
送
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
結
成
に
備
え
て
同
協

議
会
の
運
営
要
綱
や
学
校
が
求

め
る
教
材
な
ど
の
準
備
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

の
取
り
組
み
は
、
二
月
初
旬
の

広
島
、
宮
島
各
ユ
協
の
会
議
、

二
月
十
五
日
の
両
ユ
協
と
県
連

の
合
同
会
議
に
基
づ
く
も
の

で
、
市
域
ご
と
の
ス
ク
ー
ル
連

絡
協
議
会
は
当
地
の
ユ
協
が
そ

れ
ぞ
れ
の
市
教
委
と
協
議
を
進

め
る
こ
と
、
ま
た
広
島
、
宮
島

合
同
学
習
会
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

（
連
協
会
長　

亀
井　

章
）

１　

協
会
設
立
ま
で
の
過
程

　

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

十
二
月
七
日
、
厳
島
神
社
と
前

面
の
海
、背
後
の
弥
山（
み
せ
ん
）

原
始
林
（
天
然
記
念
物
）
を
含
む

区
域
（431

・2ha

）
が
世
界
遺

産
と
し
て
登
録
。
二
〇
〇
一
年

四
月
二
十
五
日
に
、
こ
の
世
界

遺
産
を
後
世
に
受
け
継
い
で
い

く
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た

め
、
町
民
有
志
七
十
数
名
に

よ
っ
て
、
宮
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

２ 　

会
発
足
十
周
年
。
そ
の
活

動
状
況
と
特
色

　

文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
の
意
識
啓
発
事
業
と
し

て
、
五
分
野
別
に
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
⑴
教
育
⑵
科
学
⑶

文
化
・
歴
史
⑷
自
然
・
環
境

⑸
平
和
・
国
際
交
流
で
す
。
な

か
で
も
近
年
、
定
着
し
た
事
業

を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
つ

は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

等
の
支
援
金
と
な
る
書
き
損
じ

は
が
き
の
回
収
で
す
。
こ
れ
は

廿
日
市
市
平
和
の
祭
典
の
事
業

で
、
ま
と
め
て
日
ユ
連
へ
送
付

し
て
い
ま
す
。
は
が
き
の
回
収

枚
数
は
、八
万
九
千
九
十
四
枚
、

総
額
千
五
百
万
円
に
も
上
り
ま

す
。二
つ
目
は
毎
年
八
月
の「
平

和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
」
の
イ
ベ

ン
ト
。

３ 　

今
後
目
指
す
も
の
（
重
要

課
題
）

　

自
然
と
共
に
あ
る
厳
島
神
社

は
、
平
成
に
な
っ
て
大
き
な
台

風
に
三
回
見
舞
わ
れ
、
背
後
の

弥
山
原
始
林
も
平
成
十
七
年
、

白
糸
川
で
土
石
流
災
害
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
世
界
遺
産
を

後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感

し
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
学
習
が

二
〇
一
一
年
度
か
ら
、
小
中
・

高
校
で
必
修
化
さ
れ
ま
す
。
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
増
や
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

世
界
遺
産
・
宮
島

継
承
へ
啓
発
運
動

　

会
長　

井い
の

口く
ち　

健
た
け
し

氏

発

信

『
持
続
可
能
な
社
会
と
地
理
教
育
実
践
』

『
持
続
可
能
な
社
会
と
地
理
教
育
実
践
』

　

中
山
修
一
・
和
田
文
雄
・
湯
浅
清
治
編　

古
今
書
院　

５
６
０
０
円
（
税
別
）

　
　

広
島
大
学
名
誉
教
授

　
　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長　

中　

山　

修　

一
氏

自　著　紹　介

宮
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
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日　
　
　

誌

㈱
玉
屋
専
務
取
締
役

児
玉
賢
司
氏

　

ユ
ネ
ス
コ
協
会
へ
は
、

藤
井
事
務
局
長
の
薦
め
で

入
会
し
ま
し
た
。
藤
井
様

と
は
公
民
館
、
自
宅
が
近

所
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
支

援
団
体
な
ど
で
お
付
き
合

い
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
、
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
の
は
、
公
民
館
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
老
人

会
な
ど
で
、
日
頃
わ
か
り

き
で
、
何
か
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
を

と
、
協
会
行
事
の
当
日
応

援
隊
員
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
（
笑
）。

　

入
会
し
た
当
時
は
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
勤
め
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

フ
リ
ー
で
司
会
や
話
し
方

講
師
の
仕
事
を
し
て
お
り

ま
す
。
目
下
目
指
し
て
い

る
の
は
「
自
然
暮
ら
し
」。

西
条
の
築
百
年
の
古
民
家

に
住
ん
で
い
る
幸
運
に
気

づ
き
、
母
を
手
伝
っ
て
畑

で
の
野
菜
作
り
に
も
挑
戦

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

趣
味
は
茶
道
、
ヨ
ガ
、
篠

笛
。
自
家
製
野
菜
料
理
を

友
人
に
振
舞
う
の
が
一
番

の
楽
し
み
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
話
し
こ
と
ば

協
会　

認
定
講
師

梶
井
朝
子
さ
ん

　

先
に
入
会
し
た
母
に
誘

わ
れ
て
私
も
即
入
会
。
サ

ロ
ン
に
顔
を
覗
か
せ
て
い

る
う
ち
に
、
当
時
の
事
務

局
長
・
亀
井
さ
ん
か
ら
熱

烈
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
受
け
理

事
の
末
席
に
加
え
て
い
た

だ
い
て
約
十
年
が
経
ち
ま

し
た
。「
人
の
心
の
中
に

平
和
の
と
り
で
を
〜
」
の

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
が
好

に
く
い
葬
儀
費
用
や
手
順

な
ど
に
つ
い
て
「
葬
儀
も

の
し
り
講
座
（
知
っ
て
得
す

る
葬
儀
の
話
）」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

広
島
日
タ
イ
友
好
協
会

会
員
。
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動

を
通
じ
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
座
右
の
銘
は
「
過

去
を
悔
い
ず
未
来
を
憂
い

ず
、
今
を
一
生
懸
命
に
生

き
る
」。
健
康
法
は
、
一

日
二
回
（
時
に
は
一
回
）
の

犬
と
の
散
歩
と
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
の
運
動
で
す
。

汗
を
か
い
た
後
に
サ
ウ
ナ

に
入
り
、
水
風
呂
に
入
る

と
体
が
引
き
締
ま
っ
た
感

じ
に
な
り
ま
す
。

〈
’10
年
12
月
〉

23
日
／
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
「
マ

レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
体
験
」

　
　

発
表
： 

広
島
な
ぎ
さ
高
校
二

年
生

　
　

講
師
： 

な
ぎ
さ
高
校
教
諭

　
　
　
　
　

野
中
春
樹
さ
ん
ほ
か

（
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

23
日
／
世
界
寺
子
屋
運
動
街
頭
募

金　

高
校
生
・
会
員

（
天
満
屋
八
丁
堀
店
横
歩
道
）

〈
’11
年
１
月
〉

22
日
／
新
春
フ
ェ
ス
タ
：
ユ
ネ
ス

コ
活
動
奨
励
賞
表
彰
式
・
新
春

コ
ン
サ
ー
ト
「
津
軽
三
味
線
の

響
き
」
村
上
進
耀
さ
ん
ほ
か

（
鯉
城
会
館
）

〈
２
月
〉

７
日
／
広
報
部
会
「
機
関
紙
の
内

容
」 

（
交
流
プ
ラ
ザ
）

15
日
／
「
新
た
な
ユ
ネ
ス
コ
活
動

支
援
に
つ
い
て
」
協
議

　

北
川
会
長
、
中
山
副
会
長
ほ
か

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

〈
３
月
〉

19
日
／
第
一
四
五
回
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
＆
ギ
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
ギ
タ
リ
ス
ト
・

オ
ル
ゴ
ー
ル
作
曲
家
橋
本
勇
夫

さ
ん 

（
己
斐
公
民
館
）

19
日
／
理
事
会　
（
己
斐
公
民
館
）

25
日
／
機
関
紙
第
77
号
発
行

　

広
島
市
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
昨
年

十
二
月
二
十
三
日
（
木
・
祝
）、

高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
こ
れ

に
は
マ
レ
ー

シ
ア
・
サ
ラ

ワ
ク
で
先
住

民
と
生
活
を

共
に
し
た
広
島
な
ぎ
さ
高
校
生

と
、
国
際
理
解
教
育
に
取
り
組

む
広
島
大
学
附
属
高
校
生
が
参

加
、
体
験
報
告
や
意
見
交
換
を

活
発
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
の
午
後
、
高
校

生
と
ユ
ネ
ス
コ
の
メ
ン
バ
ー
が

市
内
の
街
頭
で
、
世
界
寺
子
屋

運
動
推
進
の
街
頭
募
金
活
動
を

実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
・
七

万
七
千
五
三
〇
円
は
郵
便
局
を

通
じ
、
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
（
東
京
）
に
届
け

ま
し
た
。

サラワク体験セミナー㊤と、街頭募金活動

募
金
は
日
本
ユ
ネ
ス
コ
連
盟
へ
届
け
る

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
開
く

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
開
く


